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オープニングを飾るのは
『ウェスタン・シンフォ
ニー』です。19世紀のアメリ
カ西部開拓時代を舞台とした
作品で軽快なリズムと躍動感
にあふれた楽しいアメリカ
ン・バレエです。クラシック
バレエとは違ったステップが
多く練習は大変でしたが、
ジュニアⅣ・Ⅴクラス全員で
力を合わせて元気よく楽しく
踊りきりました！

＜オープニング＞

＜くるみ割り人形１幕＞

クリスマスの夜。
今日はクララの家でパー
ティーが行われています。
招待客の1人、ドロッセルマ
イヤーおじさんは、クララに
プレゼントをしました。珍し
いくるみ割り人形です。クラ
ラはとても喜びましたが、妹
マリーと取り合いになり、マ
リーが「くるみ割り人形」を
壊してしまいます。お客様も
帰り、みんなが寝静まった深
夜。クララはくるみ割り人形
がいる、誰もいなくなった大
広間に行きます。
そこへ、ネズミの大群が押し
寄せてきました。すると、く
るみ割り人形が動き出し、兵
隊を指揮して、ネズミ達と戦
い始めました。息を呑み、様
子を見守るクララ。ついに、
くるみ割り人形とネズミの王
様の一騎打ちです。くるみ割
り人形は負けそうになります
が、クララが機転を利かせて、
くるみ割り人形を助けます。
見事にネズミをやっつけたく
るみ割り人形は、凛々しい王
子様に変身し、お礼にとクラ
ラをお菓子の国へ誘いました。



＜くるみ割り人形２幕＞

最初に着いたのは、雪の
国でした。
純白に輝く世界で、雪の
精たちが様々に歓迎して
くれます。
次にクララ達が到着した
のは、最終目的地、お菓
子の国です。
王子は金平糖の精にクラ
ラを紹介し、お菓子の国
では歓迎の宴が繰り広げ
られました。
様々なお菓子の精達が、
各国の踊りを披露します。
楽しい時間はあっという
間に過ぎ、お菓子の国に
別れを告げるクララ。
ふと気がつくと、そこは
お菓子の国ではなく、家
の大広間でした。
そこでクララはお菓子の
国が夢だったことに気づ
きます。



今回プチピエバレエスタジオの発表会にお招き
いただきました。この状況下の中で、一時は開
催が危ぶまれたと聞きましたが、無事開催され
ると聞き、とても楽しみにしておりました。会
場では感染対策も徹底されており、安心して鑑
賞することがでました。舞台で多くの生徒たち
が一生懸命に踊る姿には感動しました。毎年発
表会にはお招きいただいていますが、今年も生
徒の成長を知ることができ、とても嬉しく思い
ます。次回の発表会も楽しみにしております。
素敵な発表会を見せていただきありがとうござ
いました。

コロナの影響により、マスク着用で
の練習など例年とは大きく変わった
環境の中での練習でとても大変な事
も沢山ありました。しかし、そのよ
うな状況下でスタジオの皆と1つの舞
台を作り上げることが出来たことに
大きな喜びを感じます。また皆と楽
しく踊れるようにこれからもレッス
ンに励みたいと思います。最後に、
支えてくださった先生方、舞台ス
タッフの皆様、保護者の方々、皆様
に深く感謝します。

＜出演者した生徒より＞

＜ご来場者様より＞

＜保護者スタッフより＞

コロナ禍の中、無事に発表会を開催できたこと
を大変嬉しく思います。開催に当たっては感染
防止対策として時間差入退場や整理券発行によ
る来場者様の人数規制など初めての取組みで戸
惑うことも多くありましたが、舞台裏ではマス
ク着用、検温、消毒など子ども達自身が率先し
て取り組んでくれてとても助かりました。
バレエを通して、皆と心を合せて目標に向かっ
て努力する姿勢、自分で考えて行動する力、周
りの方々に感謝する心など、多くのことを学び
成長する姿がありました。これも北ノ原先生の
ご指導があっての事と感謝致しております。誠
に有り難うございました。


